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発熱量 約1.4kW

寸法 右図のとおり

ステンレス鋼

放射能量 約1.5×10
16
Bq

約380㎏

約300㎏固化ガラス重量

総重量

ガラス固化体の仕様

材質

430㎜

ガラス固化体概略図

受入 前処理 ガラス溶融 槽類換気

受入槽

濃縮器

濃縮液槽
濃縮液供給槽

ＨＡＷ ＨＡＷ

ガラス
原料

溶融炉

ガラス固化体

スクラッバ
ベンチュリ
スクラッバ 吸収塔

デミスタ

ルテニウム
吸着塔

フィルタ

固化セル

排風機

フィルタ

ヨウ素
吸着塔

ルテニウム
吸着塔

排風機

第二付属排気筒

蓋溶接
除染 表面汚染検査 閉じ込め確認検査

ガラス固化体取扱 保管

ﾄﾚﾝﾁ

HAW

ガラス固化体の保管能力

ガラス固化体の累積保管量
（平成18年12月末現在）

420本

230本

運転開始

高放射性廃液の処理能力 最大0.35ｍ
3
/日

ガラス固化技術開発施設の運転概要

平成6年9月よりホット試運転


